
自然文化誌研究会（東京学芸大学冒険探検部）

創立50周年記念座談会
～学術探検と環境学習の創造～

第3部 冒険学校、環境学習セミナーなどの実践活動による心の形成

西原の民俗調査から冒険学校へ

中込卓男（代表理事）



自然文化誌研究会創設の頃（1975年～1978年）
西原の民俗調査

1975年 自然文化誌研究会設立

・1975/06/22 第1回西原予備調査

高尾8：47発 →上野原 10：15富士急バス→飯尾11：39→
（徒歩）沢渡→17：01バス→上野原17：43

・07/01 部会
・07/12 部会

・07/20～22 第1回西原調査

・08/20 部会

自己紹介

1974年 東京学芸大学入学
1975年 設立当時の一人
代表理事
小学校教員として

愛鳥教育
自然観察路づくり
ビオトープづくり
その他いろいろ環境学習を展開



・10/06～08 第2回西原調査

・10/21 部会
・10/28 福井勝義氏（東京外語大）訪問
・11/18 部会（ヒエを食べる）

・11/23～24 第3回西原調査

・1976/01/27～28 第4回西原調査（田和の祭りに参加）

・03/15～18 第5回西原調査

・06/20 第6回西原調査(田和 町田氏）

・08/16～17 第7回西原調査





大変お世話になった 西原の

降谷静夫さん





会報発行

1978年3月6日発行
西原調査をまとめたもの

1978年3月末に現役メンバーは卒業となった。
新入部員はいなかった。



その後（卒業後）～
1978年4月以降①～



その後（卒業後）
～1978年4月以降②～



その後（卒業後）
～1978年4月以降③～ 1985年7月 OB会設立



冒険学校
のはじまり

＜子どものための冒険学校の

講 座 名 称 通

子どものための冒険学校 第

子どものための冒険学校 第

子どものための冒険学校 第

ぬくい少年少女農学校 第

ちえのわ農学校 第

 

＜それ以外の冒険学校の歴史

講 座 名 称 通

沙流川冒険学校 第１

タイ環境学習キャンプ 第１

こすげ冒険学校 第１

おきなわ冒険学校  

 

冒険学校の基本的考え方

①秩父多摩国立公園に隣接した農山村の自然・文化環境の中で、教育的配
慮のもとに野外活動を行い、地域の自然・文化遺産を継承するナチュラリ
ストのジュニアリーダーを育成する。
②安全が確保される限りにおいて、子どもの自主的な活動を尊重し、見守
り、援助する。
③プログラム選択の自由を可能な限り拡大する。これには子どもの発案に
よる新しいプログラムを一緒に作ること、プログラムに参加しないで森の
中で寝て暮らすことも含む。
④国立公園内での活動であるので、環境保全のためにロウ・インパクトを
心がける。
⑤環境教育の研究普及活動の一環として、子どもと一緒に新しい自然接
触・自然認識の方法を試行する。
⑥子どもが自然に抱かれて、心身を解き放ち、多くの友達を得て、満ち足
りて家庭に帰ることを期待している。



冒険学校のはじまり

いろいろなプログラム 草花遊び 川遊び 炭焼き 粘土、焼
き物 野焼き 鍾乳洞探検 化石掘り 林業体験 星を見る会 ムサ
サビ観察 いかだづくり 紙すき(軍道紙) 焚き火を囲んでの話 郷土
館見学 山村見学 野草の採集と料理 火おこし ネイチャーゲーム
牛乳パックのはがき作り 冒険博物館 音の出るものを作ってみよう
子どもワークショップ 小集団行動 ナイトハイク 山登り 早朝探
鳥会 読み聞かせ 牛乳パックの筏作り 乳牛見学 丸木橋作り 沢
歩き ナガレタゴガエル,化石の話(郷土館学芸員) 竹焼きご飯 石焼
き料理

炭焼き

粘土、焼き物

焚き火を囲んでの話(秋川自然探検隊をゲストに迎えて)

ELF環境学習プログラム
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冒険学校のはじまり

川遊び

牛乳パックの筏作り

冒険博物館

M:N→C

P→N

M:N→C



化石掘り

林業体験(チェーンソーで伐採) 鍾乳洞探検

スナムグリの化石

野草の採集と料理

N M:N→C
N

M:N→C



読み聞かせ 郷土館見学(化石の解説） いかだづくり

ムササビ観察 山登り 貝澤薫さんによる山遊び

冒険学校のはじまり

P→N

M:N→CT:C→W M:N・C・L



冒険学校のはじまり



山小屋作り

冒険学校のはじまり



1997年に完成予定が,2015年発行になってしまった・・・

冒険学校のはじまり



沙流川冒険学校
・北海道の沙流川流域二風谷を中心に、
アイヌのあそびや料理などの体験学習を通し
て,アイヌ民族の自然環境に寄り添った生活
文化を学ぶ。

・平取、門別、日高を一つのエコミュージア
ムとして、その自然や文化に基づいた環境学
習プログラムの開発と実践を行う。

・｢子どものための冒険学校｣の発展の一つ。
子どもたちの交流。

・1998年～2004年 7期に渡って実施



1981年～
・自然文化誌研究会、東京学芸大学附属環境教育実践施設による北海道フィールド調査

・「のびと講座」アイヌ文化にふれる(1993/2/11～14）

ほか数回にわたる講座

･(財）森とむらの会｢多様なニーズに対応する森林の管理手法に関する調査研究」

準備期間



のびと講座(アイヌ文化にふれる）



※ 沙 流 川 冒 険 学 校 準 備 委 員 会 （ 案 ）

委員 貝澤 薫（二風谷、民宿チセ）
貝澤 かつえ（二風谷、民宿チセ）
東 順二（平取町教育委員会）
田中 里理（平取町役場産業課林務係）
泉澤 敏裕（平取町町づくり推進課）

松原 俊幸（平取町子供会育成連絡協議会）
福士 美鶴（平取町教育委員会）
加 藤 憲 一 （ 門 別 町 役 場 建 設 課 ）
千代 明（ＤＮＡ2 画家）
木俣 美樹男（自然文化誌研究会、東京学芸大学附属環
境教育実践施設）
小川 泰彦（自然文化誌研究会）
中込 卓男（自然文化誌研究会）

その他若干名

将来は、平取、日高、門別の３町共催として準備
委員会を組織する予定であった。

日（曜） 午前 午後

7/21 (水)
羽田空港集合出発 (移動)
新千歳空港着

平取町着
16:00開校式
17:00釣り

7/22(木)
二風谷アイヌ文化博物館、
二風谷アイヌ資料館見学

14:00~17:00アイヌ語講座
講師 萱野 志朗

7/23 (金)
10:00~12:00
二風谷小学校との交流

講師 貝澤 薫

14:00~16:00木彫体験
講師 貝澤徹、

アイヌ刺繍体験
講師 貝澤 かつえ

7/24(土)
9:00~13:00
山遊び・アイヌ文化体験

講師 貝澤 薫

15:00~18:00
アイヌ料理づくり体験

講師 貝澤 薫、
貝澤 かつえ

7/25(日)
6:00~9:00

釣り体験
講師 高野 繁広

沙流川歴史館見学

11:00~18:00
乗馬体験

講師 新冠ホロシリ乗馬クラブ

7/26(月)
片づけ

11:30閉校式

移動
解散（羽田空港）

第7期 日程
2004年7月21日（水）～26日（月）



いろいろなプログラム

チプサンケに参加
二風谷アイヌ文化博物館見学
山遊び
沢遊び
釣り
木彫体験
アイヌ料理作り
アイヌの子どもの遊び
トマト農家見学
トマト選果場見学
乗馬体験
｢親子自然教室」（平取町教育委員会主
催）
・巣箱作り
・歴史を掘ってみよう
・流木アート（画家 千代 明さん）

豊糠小中学校との交流
二風谷小学校との交流
その他



1998年「沙流川冒険学校」実施

山遊び・アイヌ文化体験

講師 貝澤 薫 さん



遺跡発掘体験 平取町立
二風谷アイヌ文化博物館

ホロシリ乗馬クラブでの
乗馬体験

アーティスト千代 明さんの
指導のもと流木で作った動物
のオブジェ

 

釣り体験 釣った魚は 貝澤薫さんにお世話になって 石焼にして食べた うまい



豊糠小中学校との交流



平取町立二風谷小学校との交流

【交流内容】
① チセの完成式

挨拶、自己紹介
チセ作りの今までの過程をビデオ等で紹介
土入れ
チセノミ（講師 貝澤 貢男さん）
弓矢を射る

感想発表

③ 昼休みを一緒に遊ぶ（体育館でドッチボール等
をして遊んだ）

② 給食を一緒に食べる



アイヌ料理づくり体験
講師 貝澤 薫、かつえ さん



第3期沙流川冒険学校ＶＨＳ
2000.7．20．～ 25



4．私（小学校教員）と冒険学校 ・こどもたちと「浅川自然探検隊」｢秋川自然探検隊」を作って、
野外で遊ぶ（放課後）
・｢愛鳥教育」「自然観察路づくり」を授業や卒業制作としてお
こなう。
・遠足や移動教室のプログラムを変えていく（小菅移動教室の実
施）
・ビオトープづくり
・｢環境科」があったらな





遠足（横沢入り）

小菅移動教室


